
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
規

則

〇
職
員
等
の
旅
費
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
人　

事　

課
）　

　

一

〇
公
害
防
止
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
環
境
対
策
課
）　

　

一

 
告

示

〇
特
定
計
量
器
の
定
期
検
査
の
実
施 

（
産
業
立
地
推
進
課
）　

　

三

〇
認
証
食
品
の
認
証 

（
食
産
業
振
興
課
）　

　

三

〇
肥
料
の
登
録 

（
農
産
園
芸
環
境
課
）　

　

三

〇
肥
料
の
登
録
有
効
期
間
の
更
新 

（　
　

同　
　

）　

　

四

〇
肥
料
の
登
録
事
項
の
変
更 

（　
　

同　
　

）　

　

四

〇
普
通
肥
料
の
検
査
結
果
の
公
表 

（　
　

同　
　

）　

　

五

〇
特
殊
肥
料
の
検
査
結
果
の
公
表 

（　
　

同　
　

）　

　

五

〇
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
の
縦
覧 

（
農
村
振
興
課
）　

　

六

〇
河
川
予
定
地
の
指
定 

（
河　

川　

課
）　

　

六

〇
事
務
所
の
所
在
地
等
を
確
知
で
き
な
い
宅
地
建
物
取
引
業
者 

（
建
築
宅
地
課
）　

　

七

〇
土
地
改
良
事
業
の
施
行
の
認
可 

（
北
部
地
方
振
興
事
務
所
）　

　

七

 
公

告

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
（
二
件
） 

（
建
築
宅
地
課
）　

　

七

 
人
事
委
員
会

〇
公
開
口
頭
審
理
の
開
催 

七

 
監
査
委
員

〇
定
期
監
査
等
の
結
果
の
公
表 

八

 
規

則

　

職
員
等
の
旅
費
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
六
十
六
号

　
　
　

職
員
等
の
旅
費
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

職
員
等
の
旅
費
支
給
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
宮
城
県
規
則
第
七
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
第
二
項
中
「
同
条
第
一
項
」
を
「
任
期
付
職
員
条
例
第
二
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　

第
十
五
条
中
「
ク
ロ
ア
チ
ア
」
の
下
に
「
、
コ
ソ
ボ
」
を
加
え
る
。

　

別
表
第
四
中
「
川
崎
市
」
の
下
に
「
、
相
模
原
市
」
を
加
え
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
職
員
等
の
旅
費
支
給
規
則
別
表
第
四
の
規
定
は
、
平
成
二
十
二

年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

公
害
防
止
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
六
十
七
号

　
　
　

公
害
防
止
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

公
害
防
止
条
例
施
行
規
則
（
平
成
七
年
宮
城
県
規
則
第
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
二
第
三
号�
の
表
備
考
７
の
表
湖
沼
の
項
中
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「

化
女
沼
ダ
ム
貯
水

池

大
崎
市

」
を

「

川
原
子
ダ
ム
貯
水

池

白
石
市

」
に
、

「

伊
豆
沼

内
沼
長
沼
平
筒
沼

宿
の
沢
ダ
ム
貯
水

池

登
米
市
及
び
栗
原
市

登
米
市
及
び
栗
原
市

登
米
市

登
米
市

栗
原
市
及
び
大
崎
市

を



表
第
二
第
三
号�
の
表
備
考
８
の
表
湖
沼
の
項
中

 

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
汚
水
又
は
廃
液
に
係
る
特
定
施
設
（
公
害
防
止
条
例
（
昭
和
四
十
六
年
宮
城
県
条
例

第
十
二
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
設
置
し
て
い
る
者
（
設
置
の
工
事

を
し
て
い
る
者
を
含
む
。）
が
、
当
該
特
定
施
設
の
存
す
る
特
定
事
業
場
（
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
事
業
場

を
い
う
。）か
ら
改
正
後
の
公
害
防
止
条
例
施
行
規
則
別
表
第
二
第
三
号�
の
表
備
考
７
の
表
及
び
備
考
８
の
表
に
掲

げ
る
水
域
並
び
に
こ
れ
ら
に
流
入
す
る
同
規
則
別
表
第
一
第
三
号
の
表
備
考
１
に
規
定
す
る
公
共
用
水
域
に
排
出
す

る
排
出
水
に
つ
い
て
は
、
同
規
則
第
三
条
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
間
は
、
適
用
し

な
い
。 
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阿
川
沼

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町

」

「

長
沼
平
筒
沼

伊
豆
沼

内
沼
小
田
ダ
ム
貯
水
池

上
大
沢
ダ
ム
貯
水

池化
女
沼
ダ
ム
貯
水

池鳴
子
ダ
ム
貯
水
池

阿
川
沼

惣
の
関
ダ
ム
貯
水

池

登
米
市

登
米
市

登
米
市
及
び
栗
原
市

登
米
市
及
び
栗
原
市

栗
原
市

大
崎
市

大
崎
市

大
崎
市

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町

宮
城
郡
利
府
町

」
に
、

「

漆
沢
ダ
ム
貯
水
池

長
沼
孫
沢
た
め
池

鳴
子
ダ
ム
貯
水
池

加
美
郡
加
美
町

加
美
郡
加
美
町

加
美
郡
加
美
町

大
崎
市

」
を

「

孫
沢
た
め
池

漆
沢
ダ
ム
貯
水
池

（
鳴
源
湖
）

長
沼

加
美
郡
加
美
町

加
美
郡
加
美
町

加
美
郡
加
美
町

」
に
改
め
、
別

「

化
女
沼
ダ
ム
貯
水

池川
原
子
ダ
ム
貯
水

池

大
崎
市

白
石
市

」
を

「

川
原
子
ダ
ム
貯
水

池

白
石
市

」
に
、

「

伊
豆
沼

内
沼
長
沼
平
筒
沼

登
米
市
及
び
栗
原
市

登
米
市
及
び
栗
原
市

登
米
市

登
米
市

」
を

「

長
沼
平
筒
沼

伊
豆
沼

内
沼
小
田
ダ
ム
貯
水
池

登
米
市

登
米
市

登
米
市
及
び
栗
原
市

登
米
市
及
び
栗
原
市

栗
原
市

」
に
、

「

宿
の
沢
ダ
ム
貯
水

池

栗
原
市
及
び
大
崎
市

」
を

「

上
大
沢
ダ
ム
貯
水

池化
女
沼
ダ
ム
貯
水

池鳴
子
ダ
ム
貯
水
池

大
崎
市

大
崎
市

大
崎
市

」
に
、

「

阿
川
沼

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町

」
を

「

阿
川
沼

惣
の
関
ダ
ム
貯
水

池

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町

宮
城
郡
利
府
町

」
に
、

「

漆
沢
ダ
ム
貯
水
池

長
沼
鳴
子
ダ
ム
貯
水
池

加
美
郡
加
美
町

加
美
郡
加
美
町

大
崎
市

」
を

「

漆
沢
ダ
ム
貯
水
池

（
鳴
源
湖
）

長
沼

加
美
郡
加
美
町

加
美
郡
加
美
町

」
に
改
め
る
。



 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
四
号

　

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
計
量
器
の
定
期
検
査
を
次
の
と
お
り

実
施
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
五
号

　

宮
城
県
認
証
食
品
認
証
要
綱
（
平
成
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
認
証
食
品

 

を
次
の
と
お
り
認
証
し
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

認
証
食
品

二　

認
証
年
月
日

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
八
日

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
六
号

　

肥
料
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
肥
料
の
登
録

を
し
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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実
施
年
月
日

平
成
二
十
二
年

十
月
二
十
五
日

　

同
十
月
二
十
六
日

　

同
十
月
二
十
七
日

　

同
十
月
二
十
八
日

　

同
十
月
二
十
九
日

実　

施　

区　

域

角

田

市

角

田

市

角

田

市

亘

理

町

亘

理

町

角

田

豊
室
・
横
倉
・

小
田
・
北
郷
・

西
根
・
桜

枝
野
・
藤
尾
・

東
根

全

域

全

域

検
査
受
付
時
間

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

午
前
十
時
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

午
前
十
時
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

実

施

の

場

所

角
田
市
市
民
セ
ン
タ
ー

一
階
展
示
室

角
田
市
市
民
セ
ン
タ
ー

一
階
展
示
室

角
田
市
市
民
セ
ン
タ
ー

一
階
展
示
室

亘
理
町
佐
藤
記
念
体
育
館

亘
理
町
佐
藤
記
念
体
育
館

認
証
番
号

九
十
四

九
十
七

百
十
二

百
七
十

一百
二
十

三百
八
十

一

品　

目

油
揚
げ

豆
腐

あ
ら
れ
類

農
産
物
漬

物焼
き
魚
介

類

申
請
者
の
氏
名

又

は

名

称

有
限
会
社
ほ
し
食
品　

代
表
取
締
役　

星　

孝

征有
限
会
社
の
ぞ
む
や　

代
表
取
締
役　

斉
藤
忠

雄み
や
ぎ
の
あ
ら
れ
株
式

会
社　

代
表
取
締
役　

石
田
定
克

愛
・
ら
ん
ど
松
島
加
工

部
会　

代
表　

太
齋
は

ま
子

有
限
会
社
ウ
ツ
ミ
水
産

代
表
取
締
役　

内
海
春

寿

製
造
業
者
の
名
称

又

は

屋

号

有
限
会
社
ほ
し
食
品

有
限
会
社
の
ぞ
む
や

み
や
ぎ
の
あ
ら
れ
株
式

会
社

仙
台
農
業
協
同
組
合

愛
・
ら
ん
ど
松
島

有
限
会
社
ウ
ツ
ミ
水
産

製
造
所
等
の
所
在
地

遠
田
郡
美
里
町
字
藤
ヶ
崎
町
四
二

黒
川
郡
大
和
町
も
み
じ
ケ
丘
一
丁

目
二
八－

一
二

亘
理
郡
亘
理
町
逢
隈
鹿
島
字
吹
田

五
一

宮
城
郡
松
島
町
磯
崎
字
新
浜
二
一

九宮
城
郡
利
府
町
赤
沼
字
井
戸
尻
六

八

登
録
年
月
日

平
成
二
十
二
年

三
月
三
日

平
成
二
十
二
年

三
月
三
日

登
録
番
号

（
宮
城
県
）

第
五
六
七
号

第
五
六
八
号

肥
料
の
種
類

副
産
石
灰
肥
料

副
産
石
灰
肥
料

肥
料
の
名
称

蛎
右
衛
門

R
ich
S
upple

C

 
     
       

a  

保
証
成
分
量
（
％
）

窒
素
全
量

   　

り
ん
酸
全
量

　

加
里
全
量

   

ア
ル
カ
リ
分

五
〇
・
〇

五
〇
・
〇

そ
の
他
の
規
格

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
及
び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
公
定
規
格
の
と
お
り

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
及
び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
公
定
規
格
の
と
お
り

生
産
業
者
の
氏
名

又　

は　

名　

称

株
式
会
社
グ
リ
ー
ン

マ
ン

株
式
会
社
グ
リ
ー
ン

マ
ン

生
産
業
者
の
住
所

宮
城
県
大
崎
市
松
山
千
石
字

鶴
田
一
一
五
番
地
三

宮
城
県
大
崎
市
松
山
千
石
字

鶴
田
一
一
五
番
地
三

有
効
期
限

平
成
二
十
八
年

三
月
二
日

平
成
二
十
八
年

三
月
二
日



〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
七
号

　

肥
料
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
肥
料
の
登

録
の
有
効
期
間
の
更
新
を
し
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
八
号

　

肥
料
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
肥
料
の
登

録
事
項
に
係
る
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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平
成
二
十
二
年

四
月
八
日

平
成
二
十
二
年

五
月
三
十
一
日

平
成
二
十
二
年

六
月
二
十
四
日

平
成
二
十
二
年

七
月
六
日

第
五
六
九
号

第
五
七
〇
号

第
五
七
一
号

第
五
七
二
号

副
産
石
灰
肥
料

副
産
石
灰
肥
料

副
産
石
灰
肥
料

副
産
動
物
質
肥
料

三
陸　

（
カ
キ
殻

45

有
機
石
灰
）

南
三
陸
か
き
が
ら

副
産
石
灰

ミ
ネ
ラ
ル
た
っ
ぷ

り
特
許
の
肥
料
α

副
産
動
物
Ｆ　
15

   　
 

   　
 

    

一
五
・
〇

　　

　
   

　
   

　
   

四
五
・
〇

四
八
・
〇

四
五
・
〇

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
及
び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
公
定
規
格
の
と
お
り

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
及
び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
公
定
規
格
の
と
お
り

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
及
び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
公
定
規
格
の
と
お
り

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
及
び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
公
定
規
格
の
と
お
り

株
式
会
社
北
興
物
産

有
限
会
社
三
和
産
業

株
式
会
社
ア
ー
ス
・

ヒ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ

福
栄
肥
料
株
式
会
社

宮
城
県
気
仙
沼
市
常
楽
一
四

八
番
地
二
〇

岩
手
県
一
関
市
東
山
町
松
川

字
深
堀
五
四
番
地
一

福
島
県
福
島
市
沖
高
字
東
原

一
番
地
の
一
五

兵
庫
県
尼
崎
市
昭
和
南
三
丁

目
二
六
番
地

平
成
二
十
八
年

四
月
七
日

平
成
二
十
八
年

五
月
三
十
日

平
成
二
十
八
年

六
月
二
十
三
日

平
成
二
十
五
年

七
月
五
日

更
新
年
月
日

平
成
二
十
二
年

四
月
二
日

平
成
二
十
二
年

五
月
十
四
日

登
録
番
号

（
宮
城
県
）

第
五
三
一
号

第
五
二
四
号

肥
料
の
種
類

副
産
石
灰
肥
料

乾
燥
菌
体
肥
料

肥
料
の
名
称

シ
ェ
ル
一
〇
〇
％

肥
料

F
S
M
P
11

 
 
 
 
   1  

保
証
成
分
量
（
％
）

窒
素
全
量

一
一
・
〇

り
ん
酸
全
量

　
一
・
〇

加
里
全
量
ア
ル
カ
リ
分

五
〇
・
〇

く
溶
性
苦
土

そ
の
他
の
規
格

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
及
び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
公
定
規
格
の
と
お
り

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
及
び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
公
定
規
格
の
と
お
り

生
産
業
者
の
氏
名

又　

は　

名　

称

三
浦　
　

渉

福
栄
肥
料
株
式
会
社

生
産
業
者
の
住
所

宮
城
県
本
吉
郡
南
三
陸
町
歌

津
字
田
の
頭
九
番
地

兵
庫
県
尼
崎
市
昭
和
南
通
三

丁
目
二
十
六
番
地

有
効
期
限

平
成
二
十
八
年

五
月
二
十
五
日

平
成
二
十
五
年

七
月
十
日

登
録
番
号

（
宮
城
県
）

第
五
五
七
号

肥
料
の
種
類

副
産
石
灰
肥
料

肥
料
の
名
称

蛎
太
郎

生
産
業
者
の
氏
名
又
は

 
名

称

及

び

住

所

 

株
式
会
社
グ
リ
ー
ン
マ
ン

宮
城
県
大
崎
市
松
山
千
石
字
鶴
田
一
一
五
番
地
三

変　

更　

の　

内　

容

変
更
事
項

社
名
及
び
住
所

変　

更　

前

株
式
会
社
ナ
ノ
ミ
ネ
ラ
ル
フ
ァ
ー
テ
ィ

ラ
イ
ザ
ー

宮
城
県
石
巻
市
流
留
字
町
一
一
番
地
二

変　

更　

後

株
式
会
社
グ
リ
ー
ン
マ
ン

宮
城
県
大
崎
市
松
山
千
石
字
鶴
田
一
一

五
番
地
三

変
更
年
月
日

平
成
二
十
一
年

十
二
月
七
日



〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
九
号

　

肥
料
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
三
十
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
普
通
肥
料
の
検
査
の
結

果
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

平
成
二
十
一
年
八
月
か
ら
二
十
二
年
三
月
分

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
十
号

　

肥
料
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
三
十
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
殊
肥
料
の
検
査
の
結

果
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

平
成
二
十
一
年
八
月
か
ら
二
十
二
年
三
月
分
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肥

料

の

種

類

等

魚
か
す
粉
末

副
産
石
灰
肥
料

保

証

票

添

付

者

気
仙
沼
セ
ン
タ
ー
水
産
加
工

業
協
同
組
合

遠
藤　

文
吾

肥

料

の

名

称

気
仙
沼
弁
天
魚
粕

四
五
・
〇
か
き
副
産
石
灰
南
三
陸
一
号

検

査

の

概

要

分

析

検

査

項　
　
　
　
　
　
　

目

主
成
分－

Ｔ
Ｎ
、
Ｔ
Ｐ

主
成
分－

Ａ
Ｌ

指
摘
事
項

Ｔ
Ｐ
成
分
不
足

保
証
票
の
検
査

そ
の
他
の
検
査

備　
　

考

立
入
年
月
日

二
十
二
年
三
月
十

一
日

立
入
年
月
日

二
十
二
年
三
月
十

一
日

（
注
）　

一　

分
析
検
査
及
び
そ
の
他
の
検
査
欄
は
、
検
査
対
象
荷
口
全
体
の
肥
料
を
代
表
し
得
る
よ
う
に
必
要
袋
数
（
ば
ら
の
場
合
に
は
、
必
要
部
位
数
）
を
抽
出
し
、
混
合
し
た
試
料
一
点
に
つ
い
て
検
査
し
た
結
果
で
あ
る
。

　
　
　
　
二　

分
析
検
査
の
項
目
に
係
る
指
摘
事
項
は
、
分
析
値
と
規
格
・
基
準
値
又
は
表
示
値
と
を
比
較
し
た
結
果
で
あ
る
。

　
　　
　

三　

主
成
分
の
略
号
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　　
　
　

Ｔ
Ｎ－

窒
素
全
量
、
Ｔ
Ｐ－

り
ん
酸
全
量
、
Ｔ
Ｋ－

加
里
全
量
、
Ａ
Ｌ－

ア
ル
カ
リ
分

特

殊

肥

料

の

指

定

名

た
い
肥

た
い
肥

生
産
業
者
、
輸
入
業
者
若
し

く
は
販
売
業
者
又
は
表
示
者

有
限
会
社
蔵
王
高
原
牧
場

有
限
会
社
吉
田
畜
産

届　

出　

名

（
及
び
商
品
名
）

牛
ふ
ん
た
い
肥

牛
ふ
ん
た
い
肥

検

査

の

結

果

Ｔ
Ｎ

（
％
）

一
・
〇
四

〇
・
四
五

Ｔ
Ｐ

（
％
）

一
・
〇
六

一
・
〇
三

Ｔ
Ｋ

（
％
）

二
・
六
六

〇
・
九
五

Ｔ
Ｃ
ｕ

（�
／�
）

Ｔ
Ｚ
ｎ

（�
／�
）

Ｔ
Ｃ
ａ
Ｏ

（
％
）

Ｃ
／
Ｎ

一
〇
・
一
五

一
七
・
一
一

水
分

（
％
）

五
八
・
五

七
〇
・
一

そ
の
他

の
検
査

備　
　

考

立
入
年
月
日

二
十
一
年
七
月
十

六
日

立
入
年
月
日

二
十
一
年
七
月
十

六
日



〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
十
一
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
営
高
城
地
区
土
地

改
良
事
業
（
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
）
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
縦
覧

に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
土
地
改
良
事
業
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事
に
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
異
議
申

立
て
に
対
す
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
決
定
に
対
す
る
取
消
し
の
訴

え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

色
麻
町
役
場
、
加
美
町
役
場

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
十
二
号

　

河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
を
河
川
予
定
地

と
し
て
指
定
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
宮
城
県
土
木
部
河
川
課
及
び
宮
城
県
仙
台
土
木
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

次
の
一
の
区
間
に
係
る
二
の
大
字
の
区
域
内
の
土
地
の
う
ち
、
別
紙
図
面
に
赤
色
で
着
色
し
た
部
分
の
区
域
内
の
土

地
（
図
面
省
略
）

一　

区
間

　
　

起
点　

左
岸　

名
取
市
植
松
字
稔
田
二
二
三
番
二

　
　
　
　
　

右
岸　

名
取
市
植
松
字
稔
田
八
八
番
四

　
　

終
点　

左
岸　

名
取
市
下
増
田
字
前
干
場
四
番
三

　
　
　
　
　

右
岸　

名
取
市
下
増
田
字
前
干
場
四
番
二
地
先
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備
考　

一　

分
析
検
査
を
実
施
し
た
成
分
の
略
号
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｎ－

窒
素
全
量
、
Ｔ
Ｐ－

り
ん
酸
全
量
、
Ｔ
Ｋ－
加
里
全
量
、
Ｔ
Ｃ
ｕ－

銅
全
量
、
Ｔ
Ｚ
ｎ－

亜
鉛
全
量
、
Ｔ
Ｃ
ａ
Ｏ－

石
灰
全
量
、
Ｃ
／
Ｎ－

炭
素
窒
素
比
、
水
分－

水
分
含
量

　
　
　
　

二　

分
析
値
は
、
Ｔ
Ｃ
ｕ
及
び
Ｔ
Ｚ
ｎ
に
つ
い
て
は
乾
物
当
た
り
の
数
値
、
そ
れ
以
外
の
項
目
に
つ
い
て
は
現
物
当
た
り
の
数
値
で
あ
る
。

た
い
肥

た
い
肥

た
い
肥

た
い
肥

た
い
肥

た
い
肥

丹
野　
　

均

角
田
市
農
業
の
館

み
や
ぎ
仙
南
農
業
協
同
組
合

株
式
会
社
ヒ
ル
ズ

あ
さ
ひ
な
農
業
協
同
組
合

株
式
会
社
布
田
牧
場

牛
ふ
ん
た
い
肥

館
の
堆
肥

Ｊ
Ａ
有
機
肥
料

豚
ぷ
ん
た
い
肥

郷
の
有
機

（
あ
さ
ひ
な
農
協
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
プ
ラ
ン
ト
）

ザ
・
ベ
ー
ス

一
・
六
九

一
・
一
五

二
・
五
〇

三
・
四
三

一
・
一
三

一
・
四
五

二
・
二
七

一
・
五
三

二
・
〇
一

五
・
六
五

〇
・
八
六

〇
・
七
五

二
・
二
二

一
・
五
七

一
・
五
五

二
・
一
四

〇
・
六
一

一
・
三
八

三
一
三

八
八
四

一
二
・
三
二

一
〇
・
三

八
・
〇

六
・
一

一
九
・
八

一
三
・
二

二
四
・
五

四
〇
・
四

三
六
・
二

二
七
・
九

四
八
・
四

五
二
・
六

立
入
年
月
日

二
十
一
年
七
月
二

十
二
日

立
入
年
月
日

二
十
一
年
十
月
二

十
九
日

立
入
年
月
日

二
十
一
年
十
月
二

十
九
日

立
入
年
月
日

二
十
一
年
十
月
三

十
日

立
入
年
月
日

二
十
二
年
一
月
二

十
一
日

立
入
年
月
日

二
十
二
年
一
月
二

十
一
日



二　

大
字

　
　

名
取
市
植
松
、
杉
ヶ
袋
及
び
下
増
田
並
び
に
岩
沼
市
下
野
郷

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
十
三
号

　

次
の
宅
地
建
物
取
引
業
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
事
務
所
の
所
在
地
を
確
知
で
き
な
い
の
で
、
宅
地
建
物
取
引
業
法

（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
三
十
日
を
経
過
し
て
も
申
出
が
な
い
と
き
は
、
宅
地
建
物
取
引
業
者
の
免
許
を
取
り
消

す
こ
と
が
あ
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

宅
地
建
物
取
引
業
者
の
名
称

　
　

最
上
ホ
ー
ム

二　

代
表
者
の
氏
名

　
　

阿
部　

岳
重

三　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

仙
台
市
若
林
区
沖
野
二
丁
目
二
十
番
十
号
一
〇
三

四　

免
許
年
月
日
及
び
免
許
番
号

　
　

平
成
二
十
年
七
月
二
十
三
日　

宮
城
県
知
事
（
三
）
第
四
千
六
百
二
十
七
号

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
十
四
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
美
里
東
部
土
地
改
良
区
が
行
う
土
地
改
良
事
業
（
維
持
管
理
事
業
）
の
施
行
を
平
成
二
十
二
年
九

月
十
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
一
日

 

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

高　
　

橋　
　

幸　
　

夫　
　
　

 
公

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

人
事
委
員
会

〇
元
教
育
職
員
新
山
伸
一
に
対
す
る
平
成
二
十
一
年
三
月
十
八
日
付
け
懲
戒
処
分
に
つ
い
て
、
第
一
回
口
頭
審
理
を
次

に
よ
り
行
う
。

　
　

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
一
日

 

宮　

城　

県　

人　

事　

委　

員　

会　
　
　

一　

日
時

　
　

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
日　

午
前
十
時

二　

場
所

　
　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　

宮
城
県
行
政
庁
舎　

十
八
階　

一
八
〇
二
会
議
室

　

傍
聴
券
の
交
付
は
、
審
理
廷
入
口
に
お
い
て
先
着
二
十
名
限
り
交
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
傍
聴
者
の
入
場
は
、
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
と
し
ま
す
。
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一　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

名
取
市
下
余
田
字
草
倉
田
二
百
八
番
一

　

名
取
市
小
山
二
丁
目
三
番
二
十
五－

二
号
メ
ゾ
ン
ド
桐

Ｂ
二
〇
一
号

 

橋
口　

英
樹　
　
　
　
　
　
　
　

 

橋
口　

恵
子　
　
　
　
　
　
　
　

一　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

名
取
市
上
余
田
字
千
刈
田
二
番
六
、
二
番
七
、
二
番
八
、

二
番
九
、
二
番
十
、
二
番
十
二
、
二
番
十
三
、
二
番
二
十

一
、
二
番
二
十
三
及
び
三
番
二
並
び
に
二
番
十
九
、
二
番

二
十
の
各
一
部

　

気
仙
沼
市
唐
桑
町
港
七
十
七
番
地
一　
　
　
　
　
　
　

　
 

株
式
会
社
マ
ル
ニ　
　
　
　
　
　



 
監
査
委
員
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〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
９
号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号

）
第
199条

第
１
項
，
第
２
項
及
び
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
22年

７
月

か
ら
８
月
ま
で
に
実
施
し
た
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
に
係
る
定
期
監
査
等
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
平
成
22年

９
月
21日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
内
　
　
海
　
　
　
　
　
太
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
佐
　々
　木
　
　
敏
　
　
克
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
遊
　
　
佐
　
　
勘
左
衛
門
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
工
　
　
藤
　
　
鏡
　
　
子
　
　
　

１
　
監
査
実
施
機
関
及
び
監
査
実
施
年
月
日

監
査
実
施
機
関
 

監
査
実
施
日
　
　
　

　
〇
総
務
部

　
本
庁

　
　
秘
書
課
 

７
月
14日

　
　
人
事
課
・
行
政
管
理
室
 

７
月
29日

　
　
行
政
経
営
推
進
課
 

７
月
14日

　
　
職
員
厚
生
課
 

７
月
22日

　
　
私
学
文
書
課
・
県
政
情
報
公
開
室
 

７
月
29日

　
　
広
報
課
 

７
月
14日

　
　
財
政
課
 

８
月
４
日

　
　
税
務
課
・
地
方
税
徴
収
対
策
室
 

８
月
４
日

　
　
市
町
村
課
（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
を
含
む
） 

７
月
29日

　
　
管
財
課
・
財
産
利
用
推
進
室
 

７
月
22日

　
　
危
機
対
策
課
 

７
月
22日

　
　
消
防
課
（
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
管
理
事
務
所
を
含
む
） 

７
月
22日

　
〇
企
画
部

　
本
庁

　
　
企
画
総
務
課
 

７
月
27日

　
　
政
策
課
・
行
政
評
価
室
 

７
月
13日

　
　
地
域
振
興
課
 

７
月
15日

　
　
総
合
交
通
対
策
課
 

７
月
13日

　
　
土
地
対
策
課
 

７
月
15日

　
　
統
計
課
 

７
月
27日

　
　
情
報
政
策
課
・
情
報
産
業
振
興
室
 

７
月
15日

　
　
情
報
シ
ス
テ
ム
課
 

７
月
15日

　
〇
環
境
生
活
部

　
本
庁

　
　
環
境
生
活
総
務
課
 

８
月
４
日

　
　
環
境
政
策
課
 

７
月
20日

　
　
環
境
対
策
課
・
原
子
力
安
全
対
策
室
 

８
月
４
日

　
　
自
然
保
護
課
 

７
月
22日

　
　
食
と
暮
ら
し
の
安
全
推
進
課
 

７
月
28日

　
　
資
源
循
環
推
進
課
 

７
月
15日

　
　
廃
棄
物
対
策
課
・
竹
の
内
産
廃
処
分
場
対
策
室
 

７
月
15日

　
　
消
費
生
活
・
文
化
課
 

７
月
28日

　
　
共
同
参
画
社
会
推
進
課
 

７
月
20日

　
〇
保
健
福
祉
部

　
本
庁

　
　
保
健
福
祉
総
務
課
 

８
月
５
日

　
　
社
会
福
祉
課
 

７
月
28日

　
　
医
療
整
備
課
 

７
月
28日

　
　
長
寿
社
会
政
策
課
・
介
護
保
険
室
 

８
月
４
日

　
　
健
康
推
進
課
・
疾
病
・
感
染
症
対
策
室
 

７
月
23日

　
　
子
ど
も
家
庭
課
・
子
育
て
支
援
室
 

８
月
５
日

　
　
障
害
福
祉
課
 

８
月
５
日

　
　
薬
務
課
 

７
月
13日

　
　
国
保
医
療
課
 

７
月
13日

　
〇
経
済
商
工
観
光
部

　
本
庁

　
　
経
済
商
工
観
光
総
務
課
・
富
県
宮
城
推
進
室
 

８
月
３
日

　
　
新
産
業
振
興
課
 

７
月
23日
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産
業
立
地
推
進
課
・
仙
台
北
部
工
業
団
地
整
備
室
 

７
月
29日

　
　
商
工
経
営
支
援
課
 

８
月
３
日

　
　
産
業
人
材
対
策
課
 

７
月
23日

　
　
雇
用
対
策
課
 

７
月
23日

　
　
観
光
課
 

７
月
23日

　
　
国
際
政
策
課
 

７
月
13日

　
　
国
際
経
済
課
 

７
月
13日

　
〇
農
林
水
産
部

　
本
庁

　
　
農
林
水
産
総
務
課
・
農
林
水
産
政
策
室
 

８
月
４
日

　
　
農
林
水
産
経
営
支
援
課
 

７
月
28日

　
　
食
産
業
振
興
課
 

７
月
27日

　
　
農
業
振
興
課
 

８
月
３
日

　
　
農
産
園
芸
環
境
課
 

７
月
28日

　
　
畜
産
課
 

７
月
23日

　
　
農
村
振
興
課
 

８
月
３
日

　
　
農
村
整
備
課
 

８
月
３
日

　
　
林
業
振
興
課
 

７
月
28日

　
　
森
林
整
備
課
 

７
月
27日

　
　
水
産
業
振
興
課

　
　
（
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
事
務
局
，
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
事
務
局
を
含
む
） 
８
月
３
日

　
　
水
産
業
基
盤
整
備
課
 

７
月
28日

　
〇
土
木
部

　
本
庁

　
　
土
木
総
務
課
 

８
月
５
日

　
　
事
業
管
理
課
 

７
月
14日

　
　
用
地
課
（
収
用
委
員
会
事
務
局
を
含
む
） 

７
月
14日

　
　
道
路
課
 

８
月
３
日

　
　
河
川
課
 

７
月
29日

　
　
防
災
砂
防
課
 

７
月
29日

　
　
港
湾
課
 

７
月
29日

　
　
空
港
臨
空
地
域
課
 

７
月
14日

　
　
都
市
計
画
課
 

８
月
５
日

　
　
下
水
道
課
 

７
月
29日

　
　
建
築
宅
地
課
・
建
築
安
全
推
進
室
 

７
月
14日

　
　
住
宅
課
 

８
月
３
日

　
　
営
繕
課
 

７
月
22日

　
　
設
備
課
 

７
月
22日

　
〇
出
納
局

　
本
庁

　
　
会
計
課
 

７
月
27日

　
　
契
約
課
　
 

７
月
14日

　
　
検
査
課
 

７
月
15日

　
〇
議
会
事
務
局
 

８
月
５
日

　
〇
教
育
庁

　
本
庁

　
　
総
務
課
・
教
育
企
画
室
 

８
月
19日

　
　
福
利
課
 

７
月
27日

　
　
教
職
員
課
 

７
月
13日

　
　
義
務
教
育
課
・
特
別
支
援
教
育
室
 

８
月
19日

　
　
高
校
教
育
課
 

８
月
19日

　
　
施
設
整
備
課
 

８
月
４
日

　
　
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
 

７
月
23日

　
　
生
涯
学
習
課
 

７
月
23日

　
　
文
化
財
保
護
課
 

７
月
27日

　
地
方
機
関

　
　
仙
台
西
高
等
学
校
 

８
月
25日

　
　
米
谷
工
業
高
等
学
校
 

８
月
25日

　
　
船
岡
支
援
学
校
 

８
月
25日

　
〇
警
察
本
部
 

８
月
18日

，
19日

　
〇
人
事
委
員
会
事
務
局
 

７
月
15日

　
〇
監
査
委
員
事
務
局
 

８
月
５
日
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〇
労
働
委
員
会
事
務
局
 

７
月
22日

２
　
監
査
結
果

　
平
成
21年

度
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
の
事
実
が
地
方
自
治
法
第
２
条
第
14項

及
び
第
15項

の
規
定
の
趣

旨
に
沿
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
，
特
に
意
を
用
い
て
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
，
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
り
，
そ
の
他
の
軽
易
な
事
項
に
つ
い
て
は
関
係
機
関

に
注
意
を
し
ま
し
た
。

　
な
お
，
宮
城
県
警
察
の
監
査
に
つ
い
て
は
，
犯
罪
捜
査
報
償
費
の
執
行
状
況
を
重
点
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
�
　
税
務
課
・
地
方
税
徴
収
対
策
室

　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
県
税
事
務
所
に
対
す
る
収
納
促
進
の
指
導
徹
底
と
適
切
な
債
権

管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
3,067,580,116円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
5,700,994,581円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
8,768,574,697円

　
　
　
・
Ｈ
20年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
3,170,285,635円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
4,997,142,850円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
8,167,428,485円

　
�
　
情
報
政
策
課
・
情
報
産
業
振
興
室

　
補
助
金
等
精
算
返
還
金
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た

い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
〇
宮
城
県
情
報
通
信
関
連
企
業
立
地
促
進
奨
励
金

　
　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
19,487,000円

　
�
　
廃
棄
物
対
策
課
・
竹
の
内
産
業
処
分
場
対
策
室

　
特
別
納
付
金
（
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
行
政
代
執
行
に
係
る
費
用
）
に
お
い
て
，
債
務
者
に
対
し
て
納
付

命
令
し
て
い
る
も
の
の
，
納
付
さ
れ
て
な
い
状
況
に
あ
る
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

330,017,612円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

163,937,344円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

493,954,956円

　
　
　
・
Ｈ
20年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

67,309,098円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

96,628,246円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

163,937,344円

　
�
　
子
ど
も
家
庭
課
・
子
育
て
支
援
室

　
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金
及
び
児
童
保
護
費
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
保
健
福
祉
事

務
所
，
児
童
相
談
所
に
対
す
る
収
納
促
進
の
指
導
徹
底
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
〇
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金

　
　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
16,709,464円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
57,541,987円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
74,251,451円

　
　
　
　
・
Ｈ
20年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
16,070,486円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
50,129,691円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
66,200,177円

　
　
　
〇
児
童
保
護
費

　
　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

3,980,760円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
13,253,233円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
17,233,993円

　
　
　
　
・
Ｈ
20年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

4,398,594円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
11,413,679円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
15,812,273円

　
�
　
新
産
業
振
興
課

　
普
通
財
産
の
土
地
貸
付
に
係
る
使
用
料
に
お
い
て
，
６
ヶ
月
以
上
の
調
定
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
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発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
貸
付
内
容
　
　
技
術
開
発
研
究
会
館
敷
地

　
　
　
・
貸
付
年
月
日
　
平
成
21年

４
月
１
日

　
　
　
・
貸
付
期
間
　
　
平
成
21年

４
月
１
日
か
ら
平
成
25年

３
月
31日

ま
で

　
　
　
・
調
定
年
月
日
　
平
成
22年

１
月
12日

（
平
成
21年

度
分
）

　
　
　
・
調
定
金
額
　
　
693,720円

　
�
　
農
林
水
産
経
営
支
援
課

　
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
貸
付
金
償
還
金
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債

権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

3,242,000円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

10,051,000円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

13,293,000円

　
　
　
・
Ｈ
20年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

295,000円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

10,016,000円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

10,311,000円

　
�
　
林
業
振
興
課

　
補
助
金
等
精
算
返
還
金
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た

い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
〇
国
産
材
産
地
体
制
整
備
事
業
補
助
金
及
び
地
域
材
ブ
ラ
ン
ド
化
促
進
事
業
補
助
金

　
　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
27,214,804円

　
�
　
水
産
業
基
盤
整
備
課

　
特
別
納
付
金
（
第
三
創
榮
丸
の
行
政
代
執
行
に
係
る
費
用
）
に
お
い
て
，
債
務
者
に
対
し
て
納
付
命
令
し
て
い

る
も
の
の
，
納
付
さ
れ
て
な
い
状
況
に
あ
る
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

8,742,300円

　
�
　
都
市
計
画
課

　
土
地
区
画
整
理
組
合
事
業
資
金
貸
付
金
償
還
金
に
係
る
延
滞
金
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納

促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

199,455,614円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

37,772,088円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

237,227,702円

　
　
　
・
Ｈ
20年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

35,651,541円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

2,120,547円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

37,772,088円

　
�
　
住
宅
課

　
県
営
住
宅
使
用
料
及
び
県
営
住
宅
駐
車
場
使
用
料
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切

な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
〇
県
営
住
宅
使
用
料

　
　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
99,310,031円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
166,892,583円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
266,202,614円

　
　
　
　
・
Ｈ
20年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
82,055,142円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
149,508,863円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
231,564,005円

　
　
　
〇
県
営
住
宅
駐
車
場
使
用
料

　
　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

8,147,600円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

7,769,264円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
15,916,864円
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・
Ｈ
20年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

6,814,500円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

6,596,980円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
13,411,480円

　
�
　
警
察
本
部

　
放
置
違
反
金
及
び
損
害
賠
償
金
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図

ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
〇
放
置
違
反
金

　
　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
12,799,000円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
25,180,536円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
37,979,536円

　
　
　
　
・
Ｈ
20年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
16,319,000円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
23,756,336円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
40,075,336円

　
　
　
〇
損
害
賠
償
金

　
　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

1,021,450円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
12,974,400円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
13,995,850円

　
　
　
　
・
Ｈ
20年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

2,574,600円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
11,434,350円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
14,008,950円

　
�
　
高
校
教
育
課
，
義
務
教
育
課
・
特
別
支
援
教
育
室

　
県
立
学
校
に
お
け
る
学
校
徴
収
金
等
に
お
い
て
，
職
員
が
不
適
正
な
会
計
処
理
を
繰
り
返
し
，
私
的
に
流
用
し

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
再
発
防
止
に
向
け
て
速
や
か
に
事
務
の
改
善
を
講
じ
る
と
と
も
に
，
指
導
徹
底
を

図
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
〇
米
谷
工
業
高
等
学
校

　
　
　
　
・
職
員
に
よ
る
私
的
流
用
金
額
　
　
　
　
約
480,000円

　
　
　
　
・
私
的
流
用
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
期
間
　
平
成
20年

９
月
か
ら
平
成
22年

３
月
ま
で

　
　
　
〇
仙
台
西
高
等
学
校

　
　
　
　
・
職
員
に
よ
る
私
的
流
用
金
額
　
　
　
　
6,689,098円

　
　
　
　
・
私
的
流
用
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
期
間
　
平
成
21年

２
月
か
ら
平
成
22年

３
月
ま
で

　
　
　
〇
船
岡
支
援
学
校

　
　
　
　
・
職
員
に
よ
る
私
的
流
用
金
額
　
　
　
　
6,976,081円

　
　
　
　
・
私
的
流
用
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
期
間
　
平
成
22年

４
月
か
ら
平
成
22年

６
月
ま
で

　
�
　
米
谷
工
業
高
等
学
校

　
保
護
者
か
ら
納
入
さ
れ
た
寄
宿
舎
に
係
る
寮
費
等
に
お
い
て
，
職
員
が
不
適
正
な
会
計
処
理
を
繰
り
返
し
，
私

的
に
流
用
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
再
発
防
止
に
向
け
て
速
や
か
に
事
務
の
改
善
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
職
員
に
よ
る
私
的
流
用
金
額
　
　
　
　
約
480,000円

　
　
　
・
私
的
流
用
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
期
間
　
平
成
20年

９
月
か
ら
平
成
22年

３
月
ま
で

　
�
　
仙
台
西
高
等
学
校

　
学
校
徴
収
金
等
に
お
い
て
，
職
員
が
不
適
正
な
会
計
処
理
を
繰
り
返
し
，
私
的
に
流
用
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ

た
の
で
，
再
発
防
止
に
向
け
て
速
や
か
に
事
務
の
改
善
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
職
員
に
よ
る
私
的
流
用
金
額
　
　
　
　
6,689,098円

　
　
　
・
私
的
流
用
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
期
間
　
平
成
21年

２
月
か
ら
平
成
22年

３
月
ま
で

　
�
　
船
岡
支
援
学
校

　
団
体
会
計
等
に
お
い
て
，
職
員
が
不
適
正
な
会
計
処
理
を
繰
り
返
し
，
私
的
に
流
用
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た

の
で
，
再
発
防
止
に
向
け
て
速
や
か
に
事
務
の
改
善
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
職
員
に
よ
る
私
的
流
用
金
額
　
　
　
　
6,976,081円

　
　
　
・
私
的
流
用
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
期
間
　
平
成
22年

４
月
か
ら
平
成
22年

６
月
ま
で


